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広報ビデオ 毎日住んでる 〝
こ

の
ま
ち〟

が
も
っ

と
好
き
に

な
る

区
で
は
「
N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
≒
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ

ち
」
と
い
う
番
組
名
の
ビ
デ
オ
広
報
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
区

の
施
設
や
、
金
融
機
関
な
ど
で
放
映
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
存

じ
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
「
貸
し
出
し

は
し
て
い
る
の
?
」「
ど
こ
に
行
け
ば
見
ら
れ
る
の
?
」
な
ど
、

お
問
い
合
わ
せ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の

特
集
は
「
こ
の
ま
ち
が
も
っ
と
好
き
に
な
る

ビ
デ
オ
広
報
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
身
近
な
ま
ち
の
話
題
や
区
の
動
き
を
映

像
で
つ
づ
る
2
種
類
の
ビ
デ
オ
。
も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
が

出
演
者
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

番
組
は
2
種
類

～
「
N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
」

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」～

ビ
デ

オ
広

報
に

は

、「
N
E
W
S

ス
ケ

ッ
チ
あ
だ
ち
」と
「
ル

ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」

の
2

つ
の
番
組
が
あ

り
ま
す

。「
N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
」

は

、
ま
ち
の
情
報
を

ニ
ュ
ー
ス
番
組
風
に

紹
介
し

て

い
る

も

の

。
ま
た

、
こ
れ
か

ら
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
や
、
四
季
折
々
の

区
内
の
風
景
も
紹
介

し
て
い
ま
す

。案
外
、

あ
な
た
の
お
友
達
が
出
演
、
あ
な
た
の

ま
ち
が
特
集
で
…
な
ん
て
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ち
の
皆
さ
ん
が

主
役
の
番
組
で
す
。

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」
は
福
祉
、

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

特
集
し
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

や
そ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
区
内
で

ガ
ン
バ
ル
人
た
ち
等
を
紹
介
す
る
の
が

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」
で
す
。

ま
た
、
親
し
ま
れ
る
ビ
デ
オ
作
り
の

た
め
、「
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
」を
設
置
し

て
い
ま
す
。
現
在
モ
ニ
タ
ー
は
2
0人
。

ビ
デ
オ
広
報
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
を
お
願
い
し
、
そ
れ
ら
の
意
見
を

番
組
製
作
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

家
で
の
ん
び
り
〝わ
が
ま
ち
〟
を
見
る

～
図
書
館
で
の
貨
し
出
し
～

『
N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
≒
ル

ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
』の
最
新
号
は
区
の

施
設
や
、
区
内
の
金
融
機
関
で
放
映
し

て
い
ま
す
。で
も
「
こ
の
号
が
見
た
い
」

「
家
で
の
ん
び
り
見
た
い
」
な
ど
と
い

う
方
の
た
め
、
図
S
館
や
区
政
情
報
室

で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に

は
家
で
「
あ
だ
ち
」
を
み
て
み
ま
せ
ん

か
?

ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
手
話
通
訳
付
き
の
ビ
デ
オ
(
ル
ッ

ク
イ
ン
あ
だ
ち
の
み
)
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

身
近
な
情
報
を
毎
日
お
届
け

～
足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
～

8
年
H
月
か
ら
放
送
を
開
始
し
た

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
」。
こ
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
は
様
々
な
番
組
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
中
で
も
「
足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
は
区
内
各
地
の
情
報
を

毎
日
放
送
し
て
い
ま
す
。
放
送
内
容
は

商
店
街
の
情
報
や
区
の
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
な
ど
様
々
。
身
近
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
か

わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
'
・

※
ま
だ
一

部
地
域
で
は
視
聴
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
1
2

年
に
全
区
で
視
聴
可
能
と
な
る
予
定

で
す
。
問
先
I
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立

豐
(
5
6
8
0
)
8
0
8
0

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」次
号
は
6
月
完
成

次
号
「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」
は
6

月
に
完
成
し
ま
す
。今
回
の
内
容
は
「
食

中
毒
の
予
防
に
つ
い
て
」
で
す
。
お
楽

し
み
に
。

ビ
デ
オ
広
報
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

広
報
課
映
像
担
当
ま
で

魯
(
3
8
1
1
)
5
1
1
1
㈹

旧千住本庁舎
跡地利用計画

第5 回審議会を
5月28日に開催予定

4
月
2
8日
に
開
か
れ
た
3
回
目
の
審

議
会
で
は
、
(
1
)審議
会
の
運
営
方
針
(
2
)

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
公
共
施
設
の
配
置

状
況
(
3
)千住
地
区
の
目
指
す
方
向
性
(
4
)

従
前
計
画
の
概
要
と
制
約
条
件
等
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
か

ら
、
区
財
政
の
現
状
や
跡
利
用
計
画
に

関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
第
4
回
は
、
5
月
1
2
日
に
開

催
。
第
5
回
の
開
催
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。
日
時
=
5
月
2
8
日
t
一
、
午
後

2
時
場
所
=
区
役
所
中
央
館
&
階

□
審
議
会
の
傍
聴

傍
聴
券
の
配
付
=
抽
選

傍
聴
受
付
時

間
・
場
所
―
午
後
1
時
1
1
時
4
0分
ま

で
、
中
央
館
―
階
ア
ト
リ
ウ
ム

抽
選
=

午
後
1
時
4
5分

問
先
―
企
画
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
緊
急
/
自
転
車
の
交
通
事
故
か
多

発
/
健
康
あ
・
ら
・
か
・
る
・
と
/
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

4
・
5
面
▽
未
然
に
防
ご
う
食
中
毒

6
・
7
面
▽
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
/
改
正
さ
れ

ま
し
た
特
別
区
民
税
・
都
民
税
/
産
業
振
興
計
画
の
見
直
し
8

面
▽
▽
▽
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
案
内
/
区
展
作
品
募
集

区 の イベ ント に
毎日多くの人が
参加しているのは
驚きです
～ビデオキャスター～

中野珠子さん

「
区
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
『
ホ
タ
ル

の
夕
べ
』
が
好
き
」「
区
の
災
害
対
策

が
進
ん
で
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し

た
」「
千
住
の
町
に
は
素
敵
な
甘
味
屋

さ
ん
が
多
い
で
す
よ
ね
」
と
区
の
魅

力
を
語
っ
て
く
れ
る
の
は
N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
で
キ
ャ
ス
タ
ー
を
動
め
る

中
野
珠
子
さ
ん
。
こ
の
仕
事
を
始
め

地
域
の
こ
と
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。「
区
内
に
は
素
敵

な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
情
報
を
こ
れ
か
ら
も
お

知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
」

い
つ
も
さ
わ
や
か
に
区
の
情
報
を

伝
え
て
く
れ
る
中
野
さ
ん
。
N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
で
会
え
ま
す
よ
。

葦
立
ち

皆
ん
な
が
緑
の
協
力
員

庁
舎
前
の

。い
ち
ょ
う
‘
も
み

ず
み
ず
し
い
菓
を
、
枝
い
っ
ぱ
い

に
広
げ
ま
し
た
。
草
木
の
縁
を
感

じ
る
季
節
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
緑
の

週
間
、
愛
鳥
週
間
そ
し
て
6
月
の

環
境
週
間
と
。
自
然
や
緑
の
こ
と

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
た
く
さ
ん
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
に
は
緑
の
保
護
育
成
条
例
が

あ
り
ま
す
。4
月
2
5日
号
で

、
そ

の
活
躍
が
報
じ
ら
れ
た
「
緑
の
協

力
員
」
も
、
こ
の
条
例
に
よ
る
も

の
で
す
。

区
内
の
街
路
樹
は
、
区
道
で
一

万
七
千
本
程
で
、
国
道
や
都
道
の

も
の
を
加
え

と
、
二
万
五
千
本

を
超
え
ま
す
。
樹
種
で
は
一
位
が

い
ち
ょ
う
で
四
千
九
百
本
、
以
下

ま
て
ぱ
し
い
(
ど
ん
ぐ
り
)
、プ
ラ

タ
ナ
ス
、
は
な
み
ず
き
、
桜
の
順

で
し
た
。

害
虫
の
駆
除
や
落
葉
の
清
掃
と

い
っ
た
問
題
等
も
あ
n
ま
す
が
、

現
在
策
定
作
業
夸
歹
す
め
て
お
り

ま
す
「
緑
の
棊
本
計
画
」
を
ペ
ー

ス
に
、
こ
れ
か
ら
も
街
に
た
く
さ

ん
の
緑
を
増
や
し
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

緑
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
は
、
区

民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
何
も
の
に

も
替
え
が
た
い
財
産
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

区
民
の
皆
様
が
、
緑
の
協
力
員

に
な
っ
た
つ
も
り
で
、身
近
な
緑
、

区
内
の
緑
を
確
か
め
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

区
長

吉
田
万
三
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区
議
会

第
一
回
臨
時
会

次
の
と
お
り
、
区
議
会
第
一
回
臨
時

会
が
開
会
さ
れ
ま
す
。
臨
時
会
は
公
関

し
て
い
ま
す
が
、
傍
聴
席
の
数
に
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
日
時
1
5
月
2
7日

㈹
、
午
後
1
時

傍
聴
受
付
=
午
後
0

時
3
0分

間
先
=
区
議
会
事
務
局

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

原
子
爆
弾
被
爆
者
の
方
へ

特
別
葬
祭
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
葬
祭
給
付
金
の
請
求
期
限
は
、
6

月
3
0日
で
す
。
申
請
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、
す
み
や
か
に
手
続
き
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

対
象
=
広
島
・
長
崎
で
被

燬
し
葬
祭
料
制
度
の
対
象
と
な
心
前
に

死
亡
し
た
方
の
遺
族
で
、
被
爆
者
健
康

手
帳
を
お
持
ち
の
方
問
先
―
都
・
衛

生
笳
特
殊
疾
病
対
策
課
被
爆
者
援
護
係
?

5
3
2
0
)
4
4
7
3

千
住
保
健
所

a
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
!

人
権
擁
霞
委
員
と
は
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ぱ
民
間

人
に
よ
る
人
権
の
番
人
で
す
。

こ
こ
数
年
、「
い
じ
め
≒
体
罰
≒
不

登
校
≒
近
親
者
に
よ
る
繻
待
」な
ど
の

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
忝
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
孝
T

。こ
れ
ら

の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
な
ど
様
々
な
場
で
思
い

や
り
の
E心
と
生
命
の
大
切
さ
膏
啄
ぐ
ぐ

む
幅
広
い
人
権
教
育
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
次
代
を
担
う
孑
と
も
の
人
権
夲
薐

極
的
に
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。全

国
人
栂
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
。

「
子
ど
石
の
人
権
を
守
る
つ
上
冐
て
よ

う
思
い
や
り
り
心
1
」
を
啓
発
活
動
重

点
目
標
に
掲
げ
、
積
極
的
な
啓
発
蓿
勳

参
農
閲
し
て
い
ま
す
。

□
6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
　

人
権
擁
霞
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
の

が
昭
和
2
4
年
6
月
1
日
。
そ
こ
で
、
全

甲
(
権
擁
霞
委
員
連
合
会
で
は
、
6
月

1
日
を
「
人
権
擁
霞
委
員
の
日
」
と
定

め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と

と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努

め
て
い
毒
y
。
区
内
に
は
、
1
2
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
(
表
1
)
。人
権

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
'
」

相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
広
聴
相
談

係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1 人権擁護委員名簿

引き取りに2 千円がかかります

自転車放置禁止区域

北綾瀬駅周辺

何
気
な
く
置
い
た
自
転
車
が
歩
行
者

の
通
行
や
緊
急
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
零
y
。

区
で
は
、
駅
周
辺
お
お
む
ね
揃
m
以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
、
放
一
自
転
車
の
撤
去
活
動
を
行
な

っ
て
い
宋
y
。
撤
去
自
転
車
は
区
の
保

管
場
所
に
運
び
、
返
還
時
に
2
千
円
の

撤
去
費
用
を
薇
収
し
ま
す
。
ま
た
、
撤

去
梭
2
ヵ
月
鶯
S
Z

と
処
分
し
ホ
"

の
で
ヽ
』注
意
ぐ
だ
さ
い
。
駅
ま
で
近
い

方
は
、
で
き
る
だ
け
歩
く
ぷ
つ
お
願
い

し
拿
す
。
ま
た
、
通
勤
・
通
学
等
で
自

転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
駐
簡
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

□
区
営
・
有
料
肓
転
車
駐
車
場

▽
北
綾
瀬
爾
駐
車
場

谷
中
2
1
3
-
7

先

登
(
3
6
2
9
)
1
0
4
2

▽
北
綾
瀬
北
駐
車
場

谷
中
4
1
4
1
9
a
(
3
6
2
9
)
0
8
0
4

※
現
在
、
北
綾
瀬
南
駐
車
場
は
、
定
期

利
用
に
相
当
数
の
空
き
が
あ
ひ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
直
接
駐
車
場
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

□
区
営
・
無
料
自
転
車
駐
車
場

▽
谷
中
五
丁
目
駐
車
場

谷
中
5
1
1
-
2
0

先

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

▽
北
綾
瀬
P
・
s
・
s
ビ
ル
畦
岫
場

谷
中
4
-
1
1
2
0
(
綾
瀬
警
察
署
隣
)

酋
(
3
6
2
9
)
9
0
0
0

□
自
転
車
移
送
所

▽
加
平
移
送
所
加
平
2
-
一
H
1
6

問
先
=
自
転
車
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

■ 自転車放■ 禁止区域

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
(
2
)

心
理
的
差
別
と
は
、人
び
と
の
観

念
や
意
識
の
う
ち
に
潜
在
す
る
差
別

で
あ
る
こ
と
を
前
回
述
べ
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
実
態
的
差
別

と
は
、
例
え
ば
就
職
・
教
育
の
機
会

均
等
が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
ず
、
劣

悪
な
生
活
環
境
や
低
位
の
職
業
に
置

か
れ
て
い
る
差
別
な
ど
を
い
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
9
心
理
的
蔗
別
と
実
態

的
差
別
と
は
、
相
互
に
因
果
関
係
を

保
ち
、
作
用
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別

は
、
ひ
と
く
ち
で
い
え
ば
、
市
民
的

権
利
、
自
由
の
侵
害
に
ほ
か
な
n
ま

せ
ん
。

で
は
、
私
た
ち
は
何
豪
歹
れ
ぱ
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

第
一
に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
と
理
解
を
持
つ
こ
と
。

第
二
に
、
間
違
っ
た
粤
X
方
を
し

て
い
る
人
に
対
し
、
誤
り
を
説
明
し

理
解
盆
暮

。

第
三
に
、
躑
?
学
校
・
地
域
等
、

身
の
袤
わ
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
に
目
を
閧
き
、
そ
れ
ら
を
取
り
除

い
て
い
く
。

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
の
積
み
重

ね
が
必
要
で
す
。

す
べ
て
の
人
び
こ
が
、
本
当
に
人

間
ら
し
い
生
活
を
お
ぐ
る
こ
と
が
保

障
さ
れ
る
ぷ
う
に
、
努
力
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◎
問
い
乙お
せ
は
、同
和
対
策
衵
当
へ

交
通
事
故
の
な
い

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
に
!

緊
急
!

自
転
車
の

交
通
死
亡
事
故
多
発

4
月
2
0日
沺
、午
後
1
1時
ご
ろ
、横
断

蔡
止
場
所
で
あ
る
日
光
街
道
で
、
自
転

車
利
用
者
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
区
内
で
は
、
今
年
に
入
り
6
件

の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
う

ち
i
件
が
自
転
車
を
利
用
し
て
い
る
方

の
死
亡
事
故
で
す
。
特
に
、
峻
瀬
警
察

署
管
内
で
は
、
死
亡
事
故
が
4
件
発
生

し
。
い
ず
れ
も
自
転
車
利
用
者
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
区

内
薯
察
署
か
ら
、
次
の
こ
と
を
お
願
い

し
嫐
歹
。

▽
日
光
街
道
等
の
横
断
禁
止
場
所
は
、

絶
対
に
横
断
し
な
い
で
ぐ
だ
さ
い

▽
信
号
は
、
必
ず
守
っ
て
ぐ
だ
さ
い

▽
一
時
停
止
場
所
、
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
で
は
、
必
ず
一
時
停
止
を
し
て
左

右
の
安
全
を
確
認
し
て
ぐ
だ
さ
い

▽
夜
間
は
、
自
転
車
の
ラ
イ
ト
を
必
ず

つ
け
、
反
射
材
等
を
有
効
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い

▽
飲
酒
を
し
て
、
自
転
車
に
乗
ら
な
い

で
ぐ
だ
さ
い

▽
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
、
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い

交
通
ル
ー
ル

ーマ
ナ
ー
を
守
り
、
悲

憮
な
交
通
事
故
に
灑
わ
な
い
ぷ
つ
に
し

ま
し
ょ
う
。

「
や

ぞ
7
ね

飛
び
出
し

無
灯
火

二
人
乗
り
」

東
京
都
暴
走
族

追
放
強
化
期
間

6
月
1
日
～
3
0
日

7
月
・
8
月
は
、
暴
走
族
の
バ
イ
ク

や
自
動
車
に
よ
る
爆
音
公
害
、
交
通
事

故
が
多
発
し
、
道
路
交
通
秩
序
の
み
な

ら
ず
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
も
大

無
な
影
I
奮
及
ぼ
し
て
い
毒
す
。
こ
の

た
め
1
月
1
日
1
3
0
日
ま
で
「
東
京
都

暴
走
族
追
放
強
化
期
間
」
と
し
、
都
と

警
視
庁
を
は
じ
め
と
y
る
関
係
機
関
が

協
力
し
て
そ
の
迴
放
に
つ
と
め
ま
す
。

重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
暴
走
族
追
放
気
運
の
高
揚

▽
若
者
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上

▽
暴
走
族
お
よ
び
車
両
の
不
法
改
造
業

者
の
指
導
・
取
ひ
締
り
の
強
化

▽
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
の
推
進
　

皆
さ
ん
も
、「
暴
走
行
為
の
追
放
は
、

ま
ず
家
庭
か
ら
・
そ
し
て
地
域
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

交
通
安
全
に
関
す
る
お
問
い
合

心
れ
四

全
対
策
課

バ

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

・・
}
n

卩
!

』
3
1
1
)

。
I
I

。

一
7
1
J
2
1
0
)
0
1
1
0

』

-
-
'～
-
I
l
l
P
I
t
l
'
4

掲
示
板

□
手
話
講
習
会

日
時
=
7
月
3
日
～
1
2
月
1
1
日
、
毎
週

木
曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
※

受
け
付
け
は
5
月
2
6日
か
ら

対
象
―

初
め
て
の
方

定
員
=
4
0人
(
先
矜
順
)

費
用
I
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
実
費
負

担
)

申
込
l
電
話

場
・
申
・
問
先
1

都
立
大
谷
田
更
生
館

s
(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

□
国
際
市
民
交
流
・
国
際
協
力
事
業
助

成
対
象
事
業
募
集

受
付
期
間
1
6
月
2
日
1
2
7日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
3
0分
(
土
・
日
曜
日

を
除
く
)

助
成
対
象
―
都
民
(
団
体
)

の
行
う
国
際
市
民
交
流
事
業
等
で
、
9

年
1
0月
～
1
0年
3
月
に
実
施
さ
れ
る
事

業

問
先
―
聊
東
京
国
際
交
流
財
団
国

際
交
流
課
助
成
事
業
係

a
(
5
2
2
1
)
9
0
2
6

□
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
の
ボ
ーフ
ン
テ
ィ

ア
募
集

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
子
ど
も
た

ち
と
友
達
に
な
り
ま
せ
ん
か
。一
定
の

研
修
後
、児
童
相
談
所
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
も
と
に
交
流
を
進
め
ま
す
。対
象

=
1
8
歳
～
3
0
歳
く
ら
い
ま
で
の
男
女

期
限
=
5

月
3
0日

間
先
―
足
立
児
童

相
談
所

酋
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

□
斫
男
女
平
等
を
考
え
る
都
民
会
議
参

加
者
募
集

▽
第
L
会
場
・
・
・
日
時
1
6
月
9
日
鼎
、

午
後
L
時
3
0
分
～
4
時
場
所
=
東
京

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

定
員
―

鴣
人

期
限
=
6

月
2

日

y
第
冫
会
場
…
日
時
=
6
月
2
0
日
窗
、

午
後
1
時
3
0
分
1
4

時

場
所
―
立
川

市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

定
員
l

圀
人

期
限
=
6

月
1
2
日

1
い
ず
れ
も
1

内
容
=

基
調
講
演
/

「
都
女
性
問
題
協

議
会
部
会
レ
ポ
ー
ト

」
説
明
と
質
疑

宍
用

―
無
料

申
込

―
電
話
ま
た
は
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、
電
話
番
号

、
保

育
希
望
(

子
供
の
年
齢
)

・
手
話
希
望

の
有
無
を
明
記
(

先
着
順
)

申
・
問

先
=
I
I
-
S
3
1
0
1
(住
所
は
記
入
不
要
)

東
京
都
生
活
文
化
局
女
性
計
画
課

酋
(
5
3
8
8
)
3
1
8
9

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
。卜
出
店
者
募
集

▽
6
月
泗
一
日
剛
、午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
/
元
渕
江
公
園
/
出
店
料
千
円
/
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、一
話
番
号
、

出
店
品
目
か
萌
記
/
6
月
1
0日
必
着
/

ト
マ
ト
・
川
添

〒
1
2
1足
立
弘
道
郵

便
局
留

?
3
8
8
0
)
0
0
2
2

▽
6
月
8
日
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時
(
雨
天
時
6
月
1
5
R照
)
/
谷
在
家

公
園
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
/
6
月
1
日
必
着
/
フ
レ
ン
ズ
・
関

口

〒
圀

足
立
西
郵
便
局
留

置
(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

☆
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

不
要
品
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す

▽
6
月
8
日
剛
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
(
雨
天
時
6
月
2
2日
剛
)
/
い
こ
う

共
同
保
育
園

酋
(
3
8
5
3
)
0
8
2
7

▽
6
月
咎
勧

、
午
前
一…一時
3
0分
～
午

後
2
時
3
0分
/
都
立
城
北
擁
護
学
校
/

お
問
い
合
わ
せ
は
花
畑
共
同
作
業
所
S
(
3
6
2
0
)
5
7
4
1
(
F
A
X

共
通
)

☆
足
立
吹
奏
楽
団
ア
ー
リ
ー
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
6
月
1
日
沺
、
午
後
冫
時
～

5
時
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

艾
化
ホ
ー
ル
/
哨
円
/
水
野

酋
(
3
8
5
3
)
3
9
5
5

=
募
集
=

☆
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
(
色
彩
学
)

サ
ー
ク
ル

毎
月
第
1
・
l
火
曜
日
、

午
後
7
時
1
9
時
/
東
和
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/

坂
本

魯
(
3
8
9
7
)
1
2
6
0

☆
パ
ス
テ
ル
両
「
あ
じ
さ
い
」

毎
週
水
曜
日
、午
後
L
時
～
4
時
/
中

央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
千
哨

円
/
伊
勢

酋
(
3
8
8
1
)
9
8
0
7

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

豊
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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健康カレンダー 6月の予定
保

健
ガ

イ

ド

仲

間

募

集

介
護
者
家
族
の
会

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
た
ち
の
集

ま
り
で
歹
。
話
し
合
い
や
学
習
、
ま
た

毎
回
軽
い
体
操
を
し
て
、
身
も
心
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
ぷ
冫
な
会
を
め
ぎ
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。日
時
―
毎

月
1
回
月
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3

時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
―

東
和
保
健
相
談
所

`
‘
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

乳
が
ん
体
験
者
交
流
会

若
さ
を
保
つ
栄
養
に
つ
い
て
の
話
と

し
び
れ
な
ど
の
悩
み
、不
安
や
工
夫
し

て
い
る
こ
と
の
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

日
時
1
6
月
2
7
日
窗
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

対
象
―
乳
が
ん
の
回
復
者
お

よ
ぴ
治
療
中
の
方

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

申
込
l
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
所

さ
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

仲
間
募
集

運
動
不
足
が
気
に
な
る
方
は

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
わ
く
ら
ぱ
」
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
中
心
に
ス
ト
レ
ッ
チ
等
を
行
い
な
が

ら
み
ん
な
で
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
中
高
年
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
あ
な
た

も
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

対
象
=

管
内
在
住
で
高
脂
血
屁
等
で
運
動
を
す

る
必
要
が
あ
る
が
、運
動
を
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
な
い
方
/
運
動
が
苦
手
だ
と
思

っ
て
い
る
方
日
時
―
毎
月
2
回
月
曜

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
申
込
―

電
諾

場
・
申
・
問
先
―
東
和
保
健
相

談
所

酋
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・中
性
脂
肪
が
気
に
な
っ
た
ら

高
脂
血
症
予
防
教
室

高
脂
血
痙
は
、
生
活
習
慣
の
積
み
重

ね
で
お
こ
り
ま
す
。「
毎
日
の
ち
ょ
っ
と

し
た
男
力
」
が
、
健
蹶
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
簡
単
に
取
り
組
め
る
生
活

の
コ
ツ
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
I
表
2
定
S
1
4
0
人
(
先
一

順
)
場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
所
`

‘
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
t
」

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
パ

ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血
液

・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健
康
状
學
を
知
り
、
生
活

環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
―
表
3
S

用
―
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

健
康
づ
く
り
は
、ま
ず
食
生
活
か
ら

出
張
食

事
体
験

教
室

食
事
を
作
る
こ
と
が
苦
チ
な
方
に
、

食
事
体
験
教
室
を
出
前
し
李
T
。
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
と
も
に
楽
し
く
健

康
づ
く
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程

等
―
相
談
に
よ
り
決
定

対
象
l
町
会

・
自
治
会
・
自
主
グ
ル
ー
プ
等

内
容
―

次
の
中
か
ら
選
択
・
:▽
骨
の
健
康
と
食

生
活

▽
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
食
生
活

▽

子
ど
も
の
健
康
と
食
生
活

一
用
=
材

料
費
等
奥
費
負
担

申
込
l
電
話

申

・
間
先
―
足
立
保
健
所

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表2 高脂血症予防教室日程

表3 住区健康フェスティバル6 月の日程

同先=東京東赤十字血液センター116682 ―2801　　　

区役所保健予防係S3880 ―5111 ㈹

健康あ・ら・かると
ご
存
じ
で
す
か

食
生
活
の
案
内
人

(食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
)

地
域
の
中
で
食
生
活
啻
ア
ー
マ
に
し

た
様
々
な
活
動
を
一
緒
に
行
っ
て
い
く

『
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
』
が
、
昨
年
、

区
内
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
に
誕
生

し
ま
し
た
。
名
前
の
と
お
り
、
す
こ
や

か
な
食
生
活
を
送
る
た
め
の
「
食
生
活

の
案
内
人
」
と
し
て
、
食
品
の
栄
養
と

バ
ラ
ン
ス
や
健
蹶
づ
く
り
を
学
び
、
栄

養
士
と
と
も
に
食
生
活
と
健
康
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
地
域
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
る
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
、食

に
関
心
の
あ
る
熱
心
な
方
た
ち
が
、
1
0

回
制
の
講
座
を
受
講
し
、
広
く
知
識
と

技
術
を
学
び
ま
し
た

。
受
講
内
容
は
、

「
調
理
の
理
論
・
技
術
」
「
食
を
通
し
て

の
健
康
づ
く
り

」
「
調
理
実
習
」
「
身
近

な
食
品
衛
生
」
等
で
す
。
さ
ら
に

、
今

年
度
か
ら
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
夸
"
る

に
あ
た
り
、「
肥
満
予
防
と
食
生
活
」「
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
と
食
生
活
」「
子
ど
も

の
健
康
と
食
生
活
」
等
テ
ー
マ
別
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
地
域
で
活
励
し
て

い
く
た
め
の
基
本
を
学
ん
で
い
李
歹
。

ま
た

、
4

月
か
ら
食
事
体
験
教
卒
を
W

年
セ
ン
タ
ー
や
東
和
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し

、
区
民
の
方
た
ち
と

一
緒
に
調
理
を

体
験
し

、
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康

情
報
も
伝
凡
て
い
ホ
す
。こ
れ
か
ら
は
、

地
域
の
方
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に

で
か
け
て
い
く
体
験
教
室
も
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す

。

区
民
の
方
の
声
を
取
り
入
れ
て

、
こ

の
ぶ
7

な
新
し
い
地
域
活
動
を
進
め
て

い
孝
ま
す

。
食
生
活
に
関
心
の
あ
る
方

は

、
い
っ
し
ょ
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん

か

。
A

保
健
相
談
所
管
理
栄
養
士
V
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未然に防ごう! !

食中毒
今年のO157は家庭でご用心

これから、高温多灑の梅爾や真夏の、1 年中で最も食中 毒が

発生しやすい時期を迎えます。昨年全国で、発痙者鴕衂暝X3人、
死者12人を出した0157 。今年も気S 卜昇とともに愈激に増え、

すでに黶廖は2前人を岡えました。ちよ9 との注意で防げる童中
毒l 家庭でしっかり気をつけましょう。

夏
が
本
番
食
中
毒

食
中
暉
は
年
間
を
通
し
て
発
生
し
ま

す
が
、
細
菌
に
よ
っ
て

起
こ
る
食
中
毒

は
、
一

い
時
期
に
多
く
、
寒
い
時
期
に

は
少
な
い
と
い
う
碩

向
が
は
っ
き
り
し

て
い
ま
す
。
こ

れ
は

、
気
混

が
高
い
ほ

ど
細
菌
が
発
生
し
や
す
く
増
え
や
す
い

こ
と
を
衷
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
6
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
の
4
ヵ
月
間
は
、

食
中
毒
が
最
も
多
く
発
生
す
る
時
期

で
、
年
間
発
生
件
数
の
3
分
の
7
萎
占

め
て
い
`
チ
。

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

食
中
毒
は
、
食
品
中
に
細
薗
が
ま
っ

た
く
無
い
か
、
あ
っ
て
叺
屈

こ
す
齟
ま

で

増
え
て
い
な
け

れ
ぱ
発

生
し

ま
せ

ん
。
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
特
に

次
の
1

つ
の
こ
と
に
気
を
付
け

豕
し
ょ

う
。①

細
菌
を
つ
け
な
い

手
や
調
理
器
興
奮
叩
し
て
食
品
に
つ

い
た
細
薗
が
増
え
る
こ
と
で
食
中
毒
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
`
i
。
次
疋
、
取

り
扱
い
方
が
悪
く
、
食
品
か
ら
食
品
へ

細
菌
か
移
っ
て
し
謇
つ
'
y
も
あ
り
ま

す
。
手
や
器
具
は
常
に
洗
伊

殺
菌
し
、

食
品
を
保
存
す
る
時
に
は

容
器
に
入
れ

た
り

、
ラ
ッ
プ
を
す
る
な
ど
の
注
單
を

忘
れ

な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ

う

②
細
菌
を
堆
や
さ
な
い

食
品
に
つ
い
た
細
菌
は
、
時
間
の
経

過
と
と

も
に
増
え
て

い
孝
豕
す
。ま
た
、

つ
け

な
い
男
力
を
し
て

も
、
も
ね

か
ら

食
品

中
に
細
菌
か
含
寉

れ
て

い
る
場

合

も
あ
り
零
r

。
食
品
は
で

き
る
だ
け
早

く
(
細
菌
の
翊
え
な
い
う
ち
に
)
食
べ

。

細
薗
の
一

え
や
す
い
食
品
を
保
存
す
る

場
合
は
、
冷

草
庫
に
入
れ
奔
し
ょ
う
。

ま
た
、
傴
か
い
状
態
で
置
い
て
お

く
場

合
に
は

、
6
5
℃
以
上
で
保
存
」
¥
孑

。

触
れ
て
み
て
あ
っ
た
か
い
と
尽
じ
る

程

度
で

長
時
間
敦
置
す
る
の
は
禁
物
で

す

③
縉
菌
を

殺
す

食
品
に
付
い
て
し
ま
っ
た
り
、
増
え

て
し
ま
っ
た
細
菌
を
、
加
熟
し
て
殺
す

と
い
う
乖
嫐
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

食
品
の
中
心
ま
で
十
分
に
加
熟
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
加
熟
で
き

る
食
品
の
種
類
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

し
、
喟
理
に
お
け
る
加
熟
程
度
で
は
、

完
全
に
細
菌
を
殺
t
』
と
や
緬
菌
が
作

り
出
し
た
毒
素
を
分
解
す
る
こ
芦
ほ
不

可
筒
で
r

。
加
熱
す
る
か
ら
大
丈
夫
、

と
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
べ

1. 食中毒菌を付けない

2. 食中毒菌を増やさない

3. 食中 毒菌を殺す

も
し
食
中
毒
に
か
か
っ
た
ら

食
中
毒
は
、
軽
い

症
状
で
済
む
こ

と

も
あ
り
本
で
か

、
時
に
は
生
命
に
か
か

わ
る
重
い
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
1

る

の
で
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
食
中

庸
に
か
か
っ

た
と
思
っ
た
ら

①
医
師

に
見
て
も
6

つ

②
保
傳
所
に
連
絡
す

る

⑤
食
品
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
冷
蔵
廈
に
保
管
し
、
賈
っ
た
店
の

レ
シ
ー
ト
、
空
の
容
器
、
包
装
紙
な
ど

も
保
管
し
て
お
く
④
糧
が
残
っ
て

い
れ
ば
保
曾
す
る
。
ま
た
、
検
便
等
の

検
柬
岑
受
け
る
※
①
・
②
は
治
療
と

被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、
③

・
④
は
原
因
調
査
や
再
発
防
止
の
た
め

に
、
重
要
な
役
創
を
果
た
し
李
y

【
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
1
5
7

今
年
は
家
庭
で
の
発
生
に
ご
注
意
!
!】

昨
年
、
全
国
で
莓
鰥
曇
ふ
る
っ
た
0
1
5
7の
大
規
模
食
中
毒
は
、
1
0

月
ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
、
沈
静
化
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
4
月
末

日
現

在
約
沺
人
の
発
症
肴
が
出
て
お
り
、
死
者
も
1

人
出
て
し
ま

い
ま
し

た
。
今
年
は
集
団
で
の
発
生
よ
り
家
庭
で
の
発
生
が
多
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

O
1
5
7の

特

徴

普
通
の
食
中
毒
と
大
龠
7
`
異
な
る
点

は
①
食
べ
て
か
ら

、
症
状
が
出
る
ま
で

(
潜
伏
期
間
)

が
4
日
I
9

日
と
畏
い

※
普
通
は
半
日
か
ら
ま
日
、
短
い

も

の
で
取
時
間

②
少
皿
の
菌
で
感
桑
す

る
(

一
般
的
な
食
中

毒
菌
の
場
ら
、
発

足
す
る
の
に
。
畝
十
万

個
以
上
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
○
1
5
7は

敵
百
個
で
発
症

す
る
場
合
が
あ
る
)

③
少
一

の
菌
数

で
発
症
す
る
の
で

、
食
品
等
を
介
し
て

人
か
ら
人
に
う
つ
ひ

や
す
い
。

足
立
区
の
O
1
5
7対策

昨
年
、
O

旧
が
日
本
で
猛
威
を
ふ
る

っ
た
8

月
か
ら
、
足
立
ぼ
で

は
、
以
下

の
緊
急
予
防
対
策
を
実
施
し
ま
し
た

。

①
区
内
の
小
・
中
学
校
、
区
立
・
私

立
保
育
園
等
の
栗
団
絶
食
場
の
全
施
般

に
立
5
A

り
、
衛
生
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク

と
調
理

場
お
よ
び
食
材
の
細
薗
検
乖

を

行
い
ま
し
た
9

』れ
ら
の

施
霞
に

従

事
す
る
調
理
師
全
員
の
検
便
と
衛
生

講

習
会

③
食
品
倉
業
関
係
従
事
者
の

倹

便

④
区
内
の
食
肉
処
理
場
約
叨

軒
の

全
施
設
の

衛
生
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
と

処

砌
罵

内
の
細
菌
倹
査
、
お
よ
び
食
肉
の

抜
き
取
り
細
閣

検
査

⑤
そ
の
後
、
継

続
的
に
区
内
の

食
品
営
業
店
か
ら
の

食

品
の
抜

き
取
り
倹

査
を
実
施
し
ま

し

た
。
結
果
は
、
す
べ
て
の
機
体
か
ら
○
1
5
7

は
検
出
さ
れ
ま
裃
刄

で
し
た
。

※

足
立
区
で
の

○
1
5
7の
発
足
事
例
は
、
こ

れ
ま
で

集
団
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
敵

発
的
に
は
現
在
ま
で
に
5

件
の
発
症
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
欒
f
か

、
い
ず
れ

も
重
足
に
は
至
ら
す
、
全
快
し
て
い

ま

す
。

【
食
品
衛
生
監
視
員
の
仕
事
】

区
で

は
2
ヵ
所
の
保
珮
所
で

食
品

衛

生
の
仕
事
を
し
て
い
穿

罵

夏
季
を
中

心
に
、
食
中

毒
予
防
の
た
め

小
・
中
学
校
や

保
育
園
、
種

々
の

食
品
取
り

扱
い
店
の
立

入
調
査
、
細
菌

検
査
を
実
施

し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
区
内

の
食
品
製
造
業
者
を
中
心
に

食
品
添

加
物
等
化
学
勧
賢
の

便
用
状
況
の

監
視
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
や
こ

れ
ら
の
こ
と

に
つ
い
て
の
質
問
等
は
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
食

中
毒
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
無
料
配
布

、
衛
生
管
理

の
ビ

デ
オ
の
無

料
貸
し

出

し
、
さ
ら
に
、
自
主
グ
ル
ー

プ
の

学
習
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣
も
ご
相
談
に
お
応
え
し
て
い
ま

す
。

区立小学 校給食調理室への立入検査

O
1
5
7
予
防
の
た
め
の
家
庭
で
で
き
る

食
中
毒
予
防
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

食
中
一

と
い
う
と

、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
旅
館
な
ど
の
飲
食

店
で
の
食
事
が

原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が

、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の

食
事
で
も
発
生

し

、
そ
の
可
能
性
が
な
く
さ
ん
漕
ん
で
い
ま
す

。
た
だ

、
家
庭
で
の
発
生

で
は

症
状
が
軽
か
っ
た
り

、
発

症
す
る
人
が
1

人
や
2
人
の
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
風
邪
や
窄
冷
え

な
ど
と
原
わ
れ
が
ち
で

、
食
中

毒
と
は

、
気
づ

か
ず
に
重
症
に
な
っ
た
り

、
死
亡
す
る
例
も
あ
り
ま
す

。
あ
な
た
の
食
事

作
り
を
6

つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う

。

ポ
イ
ン
ト
(
1
)
　食品
の
購
入

①
生
鮮
食
品
は

新
鮮
な
も
の

を
選

び

、
表
示
の
め
る
食
品
は

、
消
費
期

限
な
g

落
屁

し
購
入
す
る

②
肉
汁
や
凧
な
ど
の

水
分
が
漏
れ
な

い
ぶ
つ
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
に
分
け

て
包
み

、
持
ち
磚
る

③
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど
の
温

度
管
理
の

必
要
な
食
品
の
購
入
は
最
後
に
し

、

時
間
を
お
か
ず
に
持
ち
帰
る

ポ
イ
ン
ト
(
2
)
　家
庭
で
の
保
存

①
持
ち
磚

っ
た
食
品
は

、
す
ぐ
に
冷

蔵
匯
や
冷
凍
庫
に
入

れ
る

②
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
湎
一
の
目
安

は
7
割
程
度
、疇
の
t
き
に
注
意
す

る③
冷
蔵
庫
は
1
0
℃
以
下
、冷
凍
庫
は

マ
イ
ナ
ス
1
5
℃
以
下
に
温
度
奮
`
持

す
る

。
細
菌
の
多
く
は

、1
0
℃
で

ほ

畑
殖
が
ゆ
っ
く
ひ

と
な
ひ

、
マ
イ
ナ

ス
1
5
℃
以
下
で

は
増
簟
か
停
止
し
ま

す

。
し
か
し

、
細
菌
が
死
ぬ

わ
け
で

は

な
い
の
で

食
品
は
早
め
に
使
い
き

る④
閃
や

農
な
ご
は

、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

容
器
に
入

れ

、
他
の
食
品
に
肉
汁
な

ど
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る

⑤
食
品

を
取
り
慫

つ
前
と
後
に
必
ず

手
推

参
呪
い

、
流
水
で
十
分
に
洗
い

流
す

⑤
食
品
を
爾
し
台
の
下
に
保
存
す
る

場
合
は

、
水
圜
れ
な
ど
に
注
意
し

、

容
器
に
入

れ
直
接
床
に
置
か
な
い

ポ
イ
ン
ト
(
3
)
　下

準

備

①
飼
翠
牙
r
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

か
夸
点
臉
す
る
。ゴ
ミ
は
無
い
か
y

タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
清
潔
か
み
t

は
昂
Q
か
?
調
理
台
9
r
ほ
片
付
け

て
あ
`
y
?
に

②
生
肉
、魚
、卵
な
ど
奮
秡
っ
た
後

に
は
必
ず
壬
t
洗
う
。ほ
か
に
も
ト

イ
レ

等

、
手
が
汚
れ
る
行
為
の

唆
に

は
必

ず
壬
l

ぢ

③
調
理
中
に
肉
や
魚
の
汁
が
サ
ラ
ダ

な
ど
ゐ

ま
で
食
べ
る
物
や
飼
理
の
済

ん
だ

食
品
に
か
か
ら
な
い
ぶ

つ
に
す

る④
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
餓

、
洗
わ

ず
に
そ
の
包
丁
や
ま
な
板
で

、
生
で

食
べ
る
食
品
や
調
理
の

終
わ
っ
た
食

品
を
切
ら
な
い

。
水
洗
い
と

熱
湯
消

富
の
悛
に
愿
つ
こ
と
が
大
切

。
包
丁

や
寥

な
板
は

、
肉
用

、
魚
用

、
野
粟

用
と
別
々
に
そ
る
凡
て

便
い
分
け
る

と
さ
ら
に
安
全

⑤
ラ
ッ
プ
し
て

あ
る
野

菜
や
カ
ッ
ト

野
菜
も
良
く
洗
う

⑤
冷
凍
食
品
な
ど
凍
結
し
て
い
る
食

品

を
調
理
台
に
放
置
し
た
本
豕
解
凍

し

な
い

。
室
温
で
解
凍
す
る
と

、
食

中
罵

菌
が
増
え
る
こ

と
か
あ
る
の
で

解
凍
は
冷
蔵
暸
の
中
や
電
子
レ
ン
ジ

で
行

う
。
ま
た

、
水
を
便
っ
て
解
凍

す
る

時
は

、
気
密
性
の

あ
る

容
器
に

入
れ

、
流
水
を
萼
つ

⑦
使
う
分
だ
け
解
凍
し

、
す
ぐ

、
調

理
す
る

。
冷
凍
や
解
凍
を
緩
り
返
す

の
は

、
菌
が

増
え
る
こ
と
か
あ
る
の

で

危
険

⑧
調
理
用
貝
は

、
使
用
後
す
ぐ
に

。

洗
剤
と
阨
水
で

良
く
洗
い

、
熱
湯
消

壽
夸
歹
る

ポ
イ
ン
ト
(
4
)
　調

理

①
調
理

を
す
る
前
に
も
う
一
度
台
所

の
環

境
を

点
検
す
る

。
下
準
備
で

、

台
所
が
汚
れ
て
い
ま
廿
刄

か
?

タ
オ

ル
や
ふ

き
ん
は
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

そ

し
て

、
于

を
6

つ

②
加

熟
し
て
調
琿
丁

奮

屁

は
十
分

に
加

熱
す
る

。
目
安
は

、
中
心
郎
の

温

度
が
7
5℃
で
L
分

間
以
上
加
熱
す

る③
調
理
途
中
で
そ
の
ま
ま
罘
温
に
放

置

す
る
と

、
細
菌
が
食
品
に
付
い
た

り

、
増
え
た
a
矛
る

。
調
理
を
途
中

で
や

め
る

時
は

、冷
蔵
庫
に
入
れ
る

。

再
び
睥
理
す
る
時
は

、
十
分

に
加
熟

す
る

④
一

子
レ
ン
ジ
を
便
う
場
台
は

、
電

子
レ
ン
ジ
用
の
容
器

、ふ
た
を
便
い

、

喟
理
時
間
に
気
受
付
け

、
熟
の
伝
わ

り
に
く
い
物
は

、
時
々
か

き
混
ぜ
る

こ
と
が
必
要

ポ
イ
ン
ト
(
5
)
　食

事
①
食
卓
に
蓍
く
前
に
手

を
洗
う

。
清

潔
な
手
・
器
具
・
食
器
で
食
事
す
る

②
温
か
く
食
べ
る
料
理
は
常
に
酷
か

く

、
冷
や
し
て

食
べ
る

料
理
は
常
に

冷
た
く
し
て
お

く

。
目

安
は

、
温
か

い
科
理
は
6
5
℃
以
上

、
冷
や
し
て
食

べ
る
料
理
は
1
0
℃
以
下

③
飼
理
前
の

食
品
や
調
理
唆
の
食
品

は

、
靈
温
に
長

く
放
置
し
な
い

。
例

え
ぱ

、0
1
5
7は

蚕
温
で
も

、1
5
分
I
3

分
で

冫
倍
に

増
え
る

ポ
イ
ン
ト
(
6
)
　残っ
た
食
品

①
残
っ
た
食
品
を
扱
う
前
に
も
乖
を
e

つ

。
き
れ
い
な
器

貝
・
食
器
を
使

い
保
在
夛

る

②
脳
か
い
も
の
で

残
っ
た
も
の
は

、

早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小

分
け
し
て

保
存
す
る

③
時
間
が
経
ち
遇
ぎ
た
物
は

、
捨
て

る④
温
め
な
お
す
時
は
十
分
に
加
熟
す

る
。目
安
は
7
5
℃
以
上
で
y
。味
噌

汁
や
ス
ー
プ
な
ど
ほ

、
沸
騰
す
る
ま

で

加
熟
す
る

⑤
疑
わ
し
い

物
は

、
食
べ
ず
に
捨
て

る

食
品
取
り
扱
い
業
の
方
に
聞
く

O
1
5
7対
策

Q
』・
支
部
長
と
し
て
、食
中
毒
対
策

に
y
応
な
活
I

A
-
・
食
品

衛
生
自
治
指

導
員
と
し

て

、
保
健
所
で

、
い
ろ
い
ろ

な
保
健

衛
生
講
習
夲
受

け

、
そ
の
崎
報
を
ほ

か
の
組
合
晨

に
説
明
し
て
回
っ
た
り

し
て

い
ま

す

。

9
・
足
立
支
部
と
し
て
の
活
動
は
y

A
・
-
毎
年
。支
部
全
体
で
衛
生
講
習

会
を
実
廡
じ
て
い
奪
y
が
、今
年
は

7
月
に
実
施
の
予
定
で
す

。

Q
・
-
自
分
の
お

店
で

、
普
段
気
を
付

け
て

い
る
こ

と
は
7
・

A
-
・
作
業
所

床
の
水
・
消
毒
液
で

の

洗
浄
の
徹
底
、飼
理
器
具
の

熱
湯
で
の
殺
菌
に
特
に
気
を

便
つ
て
い
ま
す
。ま
た
。通

常
小
売
り
店
で
は
、衛
生
管

理
の
行
鳶
屆
い
た
問
屋
で
解

体
し
た
肉
を
そ
の
ま
ま
仕
入

れ
て
い
ホ
y
。ま
た
、丸
の
ま

ま
の

鳥
を
扱
冫
た
め
に
は

、

別
の

資
格
か
必
要
と
な
る
な

ど
衛
生
面
で
は

、し
っ
か
り

。

管
理

さ
れ
て
い
ま
す

。

西
新
井
本
町
四
丁
目

在
住
の

張
替

さ
ん
(

東
京
都
食
鳥
組
合
足

立
支

部
長
)

Q
:

足
立
支
部
と
し
て
の
活
動
は
7
・
A
:

今
年
は
6

月
に
支
部
全
体
で
衛

生
講
習
会
を
與
施
し
ま

す

。

Q
:

食
材
の
仕
入
れ
で

、
鼠
を
つ
か

っ
て
い
る
こ
と
ほ
?

A
:

鮮
度
の
落
ち
づ
ら
い

、
飼
味
科

等
は

、
チ
ェ
ー
ン
店
で
共
同
し
て
仕

入
れ
て
い
て

、
鮮
度
の

落
ち
や
す
い

野
粟
や
肉
な
ど
は
、
近

く
の
小
充
Q
g
か
ら
使

う
分
だ
け
直
接
仕
入
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

Q
:
自
分
の
お
店
で
、

普
段
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
ほ
?

A
:
食
材
ご
と
に
、
ま

な
皈
を
1
枚
使
い
分
け

て
い
て
、
冷
凍
食
品
は
、
解
凍
し
た

ら
夛
ぐ
に
使
い
、
余
っ
た
も
の
は
捨

て
る
よ
う
に
徹
底
し
て
い
李
y
。

本
木
北
町
在
住
の
樋
口
さ
ん

(
東
京
都
中
華
料
理
環
境
衛
生
同

業
組
合
足
立
支
部
長
)

飲み水やプールに注意

( D受水槽の黔置者は衛生管理を十分にし、水中の

残留 塩素を定期的に倹査しまし ょう

②プール便用の前には、十分にシャワーで体を洗

い、腰洗い槽でしっかり 消毒し ましょう

③下刑などの症状がある時は。水遊びやプールは

やめましょう

④井戸水は、定期的な水賢検査や灣掃を行い、安

全に男めましょう。また、やむを耨ず欽用にする

時は 十分薫沸しましょう

食
中
毒
な
ど
衛
生
対
策
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

足

立

保

健

所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千

住

保

健

所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食品衛生対策のパンフレット・ビデオをご利用ください

保健所・保健相談所では各種衛生対策がわかるパンフレット
の配付、ビデオの貸し出しをしています

お

宅

訪

問
!
!

あ
な
た
の
家
の
衛
生
対
策
は
?

今
回
、
千
庄
中
居
町
に
お
庄
ま
い
の

中
川
さ
ん
に
。
賢
問
に
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Q
:
食
品
の
購
入
時
に

気
を
つ
け
る
こ

存

万

A
:
製
造
年
月
日
・
爽
昧
期
限
、
色
、

鮮
度
を
確
認
し

、
譱
6

料
を
あ
ま
り
便

っ
て
い
な
い
勧
を
選
ぷ
ぷ

冫
に
し
て
い

ま
す
。

Q
:
ど
ん
な
お

店
夲
莉
用
し
家
す
か
9
-
A
:

近
く
て

。
安
充
り
の
あ
る
小
売
り

店
と
、
い
ろ
い
る

な
物
か
そ
ろ
う
ス
ー

パ
ー

の
両
方
を
便
い
分
け
て
い
ま
す
。
9

・
調
理
時
の

衛
生
管
理
で
、
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
ほ
9
・

A
:
材
料
は
早
め
に
使
い
き
り
、
余
っ

た
物
は
冷
凍
保
存
す
る
。
加
熱
す
る
物

は
、
よ
く
火

を
と
お
し
、
ふ
き
ん
や

ま

な
板
は
ま
め
に

熱
湯
消
霞
を
し
て
い
ま

す
。
あ
と
、
冷
蔵
憊
の
中
身
を
メ
モ

に

し
、
扉
に
貼
っ
て

在
庸
確
認
し
て
い

ま

す
。

Q
:
6

つ
の
予
防
ポ
イ
ン
ト
を
読
ん
だ

思
想
は
7
・

A
-『
い
ろ
い
ろ
、
知
う

な
い
こ
と
が
あ

っ
て
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

調
理
の
途
中
で
、
熱
厩
消
竃
を
繰
り
返

す
の
は
、
手
間
が
大

変
か
か
る
の
で
、
ま

な
筱
等
素
材
に
よ
っ

て
、
鬯
い
分
け
る
方

法
が
、
合
理
的
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
あ
と
、

菌
の
倹
査
が
、
家
庭

で
簡
単
に
で
き
る

物

が
あ
れ
ば
い
い

な
と

思
い
ま
す
。

夫
妻
二
人
暮
し
な
の
で
買
う
量
に
は
気
を
つ
け
て
ま

す
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※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

国

保

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
の
方

は
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
ま
す
。

病
院
等
に
か
か
る
場
合
、
一
般
加
入
者

が
自
己
負
担
金
3
割
に
対
し
て
、
表
1

の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。
対
象
―

老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
歹
る
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民
年
金
は

除
く
)
夲
受
給
し
て
い
る
7
0
歳
未
満
の

方
、
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で
、
年
金

加
入
期
間
が
2
0
年
以
上
ま
た
は
4
0
歳
以

降
1
0
年
以
上
あ
り
、
自
分
で
掛
金
を
納

め
て
い
た
方
(
た
だ
し
、
幸
人
保
健
法

該
当
者
は
除
く
)
※
@
医
療
証
を
お

持
ち
の
方
で
も
、
こ
の
制
度
に
該
当
す

る
場
合
は
、
切
り
替
え
の
手
謦
審
し

て
く
だ
さ
い

申
込
=
年
金
証
書
(
年

金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者

期
間
の
記
載
が
あ
る
も
の
)
、
国
民
健
康

保
険
証
、
印
鑑
を
窓
口
に
持
参
年
金

証
一
(
年
金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
、

被
保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ
る
も
の
)

が
届
い
た
ら
、
1
4
日
以
内
に
手
続
き
を

し
て
ぐ
だ
さ
い
申
先
―
各
区
民
事
務

所
W
i
は
国
民
健
康
保
険
課
問
先
―

資
格
賦
課
係
F

表1 退職者医療制度一部負担金割合

※ 保険料は変わりません

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
保
険
証

一
般
証
…
う
ぐ
い
す
色

退
職
者
証
…
濃
ク
リ
ー
ム
色

4
月
1
日
か
ら
2
年
間
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
を
、3
月
2
5日
に
郵
送

し
ま
し
た
。
ま
だ
届
か
な
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
保
険
証
の
内

容
(
住
所
・
氏
名
な
ど
)
に
誤
り
が
あ

っ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
区
民
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
・一
き
込
み
な
ど
す
る

と
保
険
証
は
無
効
に
な
り
ま
す
。
有
効

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し

く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
先
=
資
格

賦
課
係

該
当
す
る
方
は
手
続
き
を

入
院
時
食
事
代
減
額
認
定

6
年
1
0月
か
ら
入
院
中
の
食
事
に
係

る
負
担
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
区
民
税
非
課
税

世
帯
に
は
減
額
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
1
区
民

税
非
課
税
の
世
帯

申
請
―
保
険
証
/

印
鑑
/
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
認
定
証
を
痔
参

※
す
で
に
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
有
効
期
限

は
5

月
3
1
日
で
す

。
引
き
続
き
認
定
を

希
留
百
れ
る
方
は
再
度

、
交
付
申
請
を

し
て
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
=
一

保
加

入
の
方
・・・
保
険
給
付
係

、7
0
歳
以
上
の

方
・・・医
療
助
成
係

表2 入院時食事費自己負担額
( 1 日当り)

東和親水公園

福

祉

あ
な
た
の
ご
家
庭
で

保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

□
保
育
マ
マ

昼
間
動
め
て
い
る
た
め
、
お
子
さ
ん
(

生
後
5
週
以
上一
歳
未
満
の
乳
幼
児
)

の
世
話
が
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ

り
、
自
宅
で
保
育
す
る
仕
事
で
す
。

対
象
I
区
内
在
住
の
2
5歳
1
6
0歳
ま
で

の
方
で
、
保
母
・
教
員
・
看
護
婦
、
ま

た
は
保
健
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
*

施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す

申
先
l
社
会
福
祉
協
議
会

酋
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(一
通
)

問
先
―
児
童
福
祉
課
保
育
振
興
係

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
(作
業
療
法
士
)募
集

対
象
―
作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
を
お

持
ち
の
方
内
容
I
リ
(
ビ
リ
機
能
訓

練
指
導
勤
務
条
件
1
月
～
金
曜
日

(
月
2
0
日
程
度
)
、午
前
9
時
～
午
後
4

時
定
a
=
1
人
報
酬
1
1
万
4
千

8
4
0
円
(
1
日
、交
通
費
含
む
)
申
・

問
先
―
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
3
)
0
6
3
`
/
』

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター家族介護者教室( 6 ・7 月分)

_ _ … _ _ _ ‥
　

申 ・ 同 先= 籃 接 施 設 へ

足

立
区

奨
学

生
募

集

来
年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生
　

(
採
用
候
補
者
)
を
募
集
し
李
y
。

対
象
=
I
S募
で
き
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
・
:区

内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る
/
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
で
同
種
の
学
資
金
を
他
か
ら
借

り
受
け
て
い
な
い
/
都
内
ま
た
は
通

学
可
能
な
近
県
に
所
在
す
る
大
学
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
(
修
業
年
限
2
年
以
上
の
専
門

課
程
お
よ
び
大
学
入
学
資
格
を
得
ら

れ
る
修
業
年
限
3
年
以
上
の
高
等
課

程
)
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
(
在

学
中
も
可
)
/
学
業
成
績
が
良
好
で

心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
期
間
=

6
月
9
日
～
3
0
日
募
集
予
定
人
S

・
貸
付
額
=
表
3

申
込
―
区
立
中

学
校
3
年
生
は
各
中
学
校
/
そ
の
他

の
方
は
学
務
課
振
興
係

問
先
=
学

務
課
振
興
係

表3 募集予定人員と貸付額

( 平成10年度貸付額)

6
月
1
日
か
ら
区
内
一
部
地
域
で

資
源
回
収
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す

都
・
清
掃
笳
で
は
、緊
急
課
題
と
な

っ
て
い
る
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、

都
民
が
参
加
し
や
す
い
効
率
的
な
資

源
回
収
と
新
た
な
ご
み
収
集
体
制
を

検
討
す
る
た
め
、6
月
1
り
か
ら
新

し
い
方
式
の
資
源
回
収
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

□
実
施
内
容

現
在
、
月
2
回
実
施
し
て
い
る
資

源
回
収
を
毎
週
―
回
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
週
一
回
実
施
し
て
い

る
可
燃
ご
み
は
週
2
回
に
変
更
に
な
n

ま
す
(
可
燃
ご
み
の
1
回
分
を
資

源
回
収
に
振
り
替
え
ま
す
)
。

□
実
施
地
域

今
年
度
は
、
足
立
・
品
川
・
港
・

渋
谷
・
江一戸
川
・
練
馬
の
6
区
の
一

部
地
域
で
実
施
。
足
立
区
で
は
、
平

野
丁

二
丁
目
、
弘
道
二
丁
目
、
千

住
元
町
、
新
田
の
4
地
区
(
表
5
)

の
約
6
千
世
帯
で
実
施
し
穿
歹
。

□
回
収
品
目

古
紙
・
ビ
ン
・
缶
の
I
品
目

□
回
収
方
法

▽
紙
類・
:新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
分
け
回
収

▽
ビ
ン
・
缶
・・・ビ

ン
・
缶
別
に
コ
ン
テ
ナ
に
分
け
回
収

※
な
お
、
回
収
場
所
は
、
既
存
の
資

源
回
収
場
所
奎
便
用
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
先
=
足
立
東
清
掃
事
務
所

き
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

魯
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

表5 奪廠地区

非
常
勤
保
健
婦
募
集

勤
務
日
等
1
月
逕
日
、午
前
8
時

3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
対
象
=
保
健

婦
免
許
を
有
す
る
4
0歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

方

内
容
―
健
康
診
査
問
診
、
健
康
相

談
、健
康
教
育
等

定
員
=
I人

場

・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

霑
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
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年

金

今
年
新
社
会
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん
!

お
す
み
で
す
か
　国
民
年
金
の
手
続
き

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
学
生
の

方
が
、
新
た
に
会
社
な
ど
に
勤
め
て
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
た
場
合

は
、
国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
国
民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
適
用
係

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
が
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
実
現

す
る
た
め
に
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付

を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

加
入
対
象
者
は
、
`
一
歳
以
上
6
0
歳
未

満
の
第
一
号
被
保
険
者
で
す
。

掛
金
は
、
選
択
す
る
給
付
の
型
・
口

数
お
よ
び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決

ま
り
、
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
掛
金
は
全
額
社

会
保
険
料
控
除
と
な
り
、
支
給
さ
れ
る

年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

る
な
ど
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
。

申
・
問
先
=
都
・
国
民
年
金
基

金

酋
(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
推
進
係
へ

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
疑
問
や
様
々
な
心

配
ご
と
に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
の

担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
6
月
4

日
Ⅲ
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
襴
前

問
先
=
推
進

係

※
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
資
料
が

な
い
た
め
個
人
的
な
相
談
に
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。
直
接
足
立
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

豐
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

生

活

環

境

住
居
表
示
板
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
街
区

表
示
板
と
家
屋
の
玄
関
等
に
取
り
付
け

て
あ
る
町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
(
緑

色
の
ア
ル
ミ
板
)
の
、
破
損
・
紛
失
等

に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
い
毒
す
。
調

査
は
、
8
月
下
旬
ま
で
の
予
定
で
、
区

の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
行
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
対

象
地
域
=
西
新
井
一
丁
目
～
七
丁
目

問
先
=
住
居
表
示
担
当

高
野
土
地
区
画
整
理
事
業
の

審
議
会
委
員
選
挙
(
改
選
)
を
行
い
ま
す

第
一
回
目
の
選
挙
は
平
成
4
年
に
実

施
さ
れ
、
間
も
な
く
5
年
の
任
期
が
満

了
す
る
た
め
、
新
た
に
選
挙
を
行
い
ま

す
。

投
裏
日
1
8
月
3
忌
一
区
域
―
江
北

一
丁
目
お
よ
び
順
二
丁
目
の
各
一
部

問
先
=
区
画
整
理
課
事
業
係

ご
存
じ
で

す
か
?

小
規
模
特
別
資
金
融
資

区
で
は
、
長
引
く
不
況
の
た
め
資
金

繰
り
に
苦
し
む
小
規
模
事
業
者
で
従
業

員
が
i
人
(
卸
売
・
小
売
業
、飲
食
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
冫
人
)
以
下
の
方
を
対

象
に
小
規
幎
特
別
資
金
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
1
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
・
:区
内
に
一

年
以
上
住
所
(
法
人
の
場
合
は
主
た
る

事
務
所
)
を
有
し
、
区
内
で
同
一
事
業

を
引
き
続
き
一
年
以
上
営
ん
で
い
る
/

個
人
の
場
合
は
区
民
税
・
個
人
事
業
税

・
所
得
税
(
法
人
は
法
人
都
民
税
・
法

人
事
業
税
・
法
人
税
)
を
濳
納
し
て
い

な
い
/
直
近
(
申
請
月
の
前
月
か
ら
)
3

ヵ
月
間
、
ま
た
は
直
近
1
年
間
の
生

産
額
ま
た
は
、
売
上
額
が
前
年
同
時
期

と
比
較
し
て
「
8
%
以
上
」
減
少
し
て

い
る
こ
と
/
東
京
信
用
保
証
協
会
の
信

用
保
証
対
象
業
種
で
あ
る
(
遊
興
娯
楽

業
、
仲
介
業
、
風
俗
業
、
質
屋
業
、
金

融
業
、
不
助
産
業
、
鉱
業
、
農
林
漁
業

等
を
除
く
業
種
で
あ
る
こ
と
)
/
試
算

表
や
売
上
台
帳
等
に
基
弓
い
た
要
件
確

認
が
で
き
る
こ
と

申
・
問
先
―
産
業

振
興
課
融
資
係

※
受
付
は
1
年
を
通

し
て
行
っ
て
い
ま
す

建
築
設
備
の
定
期
報
告

学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同
住
宅

な
ど
多
数
の
人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築

物
の
う
ち
、
区
長
が
指
定
す
る
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る

建
築
設
備
(
換
気
設
爾
、
排
煙
設
備
、

非
常
用
の
照
明
装
置
、
給
排
水
設
備
)

の
所
有
者
、
ま
た
は
管
理
者
は
、
毎
年

定
期
的
に
検
査
資
格
者
の
検
査
を
受

け
、
そ
の
結
果
を
区
に
報
告
す
る
ぷ
つ

定
め
ら
れ
て
ぃ
ま
す
。
・

こ
の
制
度
は
、
建
築
設
備
の
適
正
な

維
持
管
理
鷽
ば
か
り
、
安
全
、
衛
生
、

防
火
、
避
難
の
現
状
を
的
確
に
把
握
し

災
害
を
未
然
に
防
止
」
yぶ
フ
と
す
る
も

の
で
す
。

報
告
を
要
す
る
建
築
物
お
よ
び
建
築

設
備
は
、
表
4
の
と
お
り
で
す

提
出

先
―
軸
日
本
建
築
設
備
・
昇
降
機
セ
ン

タ
ー

〒
1
0
5港区
虎
ノ
門
1
1
1
3
-
5

第
一
天
徳
ビ
ル
6
階

豐
(
3
5
9
1
)
2
4
2
1

問
先
=
建
築
審
査
課
設
備
係

裏4 定期検査対象建築物および対象建築設備
足立区建築基準法施行細則により、定期報告を旻する建築設備として指定されたものは、下表
のU 槽の用途二ろ灌 の規模に骸当する建築物に設置された側欄の建築設備です。

豪「A 」とは当該用途に供する部分の床面積の合針を示し、『F ≧3 』とは、3 階以上の階に
当骸用途に供する部分の床面積の合計が100「TTを超えるものを示します

産
業
振
興
計
画
を
見
直
し
ま
す

区
民
代
表
委
員
を
募
集

平
成
元
年
に
足
立
区
産
業
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
て
か
ら
8
年
が
経
過
し
ま

し
た
。こ
の
閧
、
区
内
の
産
業
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
環
境
は
、
国
際
化
の
進

展
や
景
気
の
低
迷
な
ど
大
き
く
変
化
を

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、2
1世
紀
の

区
内
産
業
の
あ
る
べ
き
娶
や
そ
の
振
興

策
を
探
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
計
画
全
般
の
見
直
し
を
し

ま
す
。

□
懇
談
会
を
設
一

産
業
振
興
計
画
の
見
直
し
を
行
う
た

め
、
各
産
業
の
関
係
者
や
区
民
の
方
々

か
ら
意
見
を
う
か
が
う
、「
新
産
業
振
興

計
回
策
定
懇
談
会
」
を
設
置
し
李
す
。

懇
談
会
は
、
学
識
経
験
者
、
区
議
会

議
員
、区
内
産
業
関
係
者
、区
民
代
表
、

関
係
機
関
の
方
々
計
3
0人
以
内
で
構
成

し
ま
す
。

□
区
民
代
表
委
員
を
募
集

莠
集
人
数
=
x
人
応
募
資
格
―
以
下

の
要
件
豪
す
べ
て
満
た
す
方
・
:足
立
区

の
産
業
振
興
に
つ
い
て
幅
広
い
見
識
と

関
心
が
あ
る
/
4
月
1
日
現
在
、2
0歳

以
上
で
か
つ
足
立
区
に
綺
け
て
3
ヵ
月

以
上
居
住
/
平
日
昼
間
、2
ヵ
月
に
I

回
程
度
の
懇
談
会
に
出
席
で
き
る
方

任
期
(
予
定
)
1
7
月
か
ら
1
0年
7
月

ま
で
の
約
1
3ヵ
月
間

応
募
方
法
=
次

の
2
点
を
鳧
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
1
)「こ

れ
か
ら
の
足
立
区
の
産
業
に
つ
い
て
」

の
考
え
を
千
字
以
内
に
李
と
め
た
も
の

(
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
使
用
)
(
2
)住所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、
職

業
を
明
記
し
た
も
の
を
郵
送

※
郵
送

に
よ
る
受
付
を
原
則
と
し
ま
す
。
に
募

舂
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
選
考
は
、
提

出
さ
れ
た
作
文
を
も
と
に
行
い
、
結
果

は
直
接
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す

期
限
=
6

月
1
5日
消
印
有
効

申
・
問
先
―

産
業
振
興
課
計
画
調
整
主
査

道
路
は
、正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
道
路
の

安
全
性
・
快
適
性
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
一
方
で
は
、
日
よ
け
・
看
板
の

突
き
出
し
、
さ
ら
に
は
、
歩
道
の
切
り

下
げ
を
し
な
い
車
の
乗
り
入
れ
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な

ど
、
一
部
り
心
な
い
人
の
た
め
に
、
せ

っ
か
く
の
遭
路
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
妥
で

す
道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
一

定
の
基
準
に
合
っ
た
も
の
に
限
っ
て
区

や
警
察
の
許
可
を
受
け
て
占
用
(
使
用
)

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
日
よ
け

・
突
き
出
し
看
板
の
設
置
、
ま
た
は
、

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可
を
う

け
て
な
い
も
の
・
建
築
現
場
の
足
場
等

□
自
輿
工
事
承
認
が
必
妥
で
す

畦
車
場
な
ど
に
乗
ひ
入
れ
る
際
の
L

型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
撤
去
等
の
工
事
夸
ず
る
時
は
、

必
ず
事
前
に
相
談
し
、
許
可
、
承
認
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

1
い
ず
れ
も
I

問
先
=
道
路
管
理
課

税

金

改
正
さ
れ
ま
し
た特

別
区
民
税・
都
民
税

9
年
度
の
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
分
離
長
期
譲
渡
所
得
(
一
般
)
の
税

率
と
区
分
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。(表
5
)

▽
沺
万
円
を
超
え
る
総
所
得
税
率
が
都

か
ら
区
ヘ
ー
%
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
(表
6
)

▽
分
離
短
期
譲
渡
所
得
(
一
般
)
の
税

率
が
、
都
か
ら
区
へ
1
%
移
譲
さ
れ
ま

し
た
。

区
民
税
8
%

↓
9
%
　
　
　

都
民
税
4
%

↓
3
%

▽
土
地
等
に
か
か
る
事
業
所
得
の
税
率

が
都
か
ら
区
ヘ
ー
%
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
税
8
%

↓
9
%
　
　
　

都
民
税
4
%

↓
3
%

▽
超
短
期
所
有
土
地
等
に
か
か
わ
る
事

業
所
得
の
税
率
が
、
都
か
ら
区
へ
1
%

移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
税
H
%

↓

杪一
%
　

都
民
税
4
%

↓
3
%

▽
特
別
減
税
は
、廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

□
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
納
税
通
知
S

を
6
月
6
日
に
発
送
し
ま
す

個
人
で
直
接
特
別
区
民
税
・
都
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
、
9
年
度
の

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
第
一

期
の
納
期
限
は
6
月
3
0日
で
す
。
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
穿
歹
。

な
お
、
会
社
を
定
年
退
職
さ
れ
た
方

は
、
直
接
個
人
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
9
年
度
の
課
税
証
明
書
は
、
6

月
9
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。

-
い
ず
れ
も
I

問
先
0
課
税
課

表5 分離長期譲渡所得税率と区分(改正後)

現　行

表6 総所 得税率
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東
京
の
　
確
か
な
未
来
へ
　
こ
の
一
票

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
　
7
月
6
日
(日
)

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
6
時

第
3
1回

足
立
区
展
作
品
募
集

搬
入
日
(
申
込
日
)
は
6
月
1
日

新
た
に
少
年
の
部
の
平
面
(
絵
回
等
)

・
立
体
(
彫
刻
等
)
に
つ
い
て
も
作
品

多
寡
集
し
ホ
歹
。
作
品
審
査
後
、
入
選

作
品
は
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
(
出
品
無
料
)
。

日
程
↓

″

―

規
定
=
表
2
(
個
人
作
品
に
限
り

ま
す
)

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方

申
込
―
所
定
の
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
作
品
搬
入
日
に
各
会
場

に
て
受
け
付
け

※
申
込
用
紙
は
、
文

化
振
興
係
、
各
セ
ン
タ
ー
、
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
、
生
涯
学
習
館
に
あ
り
ま
す

問
先
=
文
化
振
興
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1 区展日程

表2 区展出品規定

情 報 コ ー ナ ー

世帯 と人 口( 9 年5 月1 日 現 在)
世 帯　266, 640
人 口　635, 994 人　

男　　322, 307 人　
女　　313, 687 人

内職や代理店契約のトラブルにご注意!

最近、不況を反映してか、「あて名
書きで自宅で収 入を」「技術を身に
付けて高収入を」等、広告やダ イ
レ クト メ ール の勧誘 が目 立ち ま
す。材料や機械を充りつけられた
り、内職講習会と称して多額の受
講料を取られる。そのうえ、仕事
をしても仕上がり が良くないと言
われて工 賃が 支払わ れな かっ た
り、仕事を紹介さ れない等で収入
が得られず、投資したお金も回収
できないことがあり ます。また、

ビ デオの宅配サービ スやブランド
品のカタログ販売代理店 といった
形態で、ビデオテープ の年間リー
ス契約を 結ばされたり 、高額な代
理店 料を 請求されるとい った被害
もあり ます。
事前に仕事内容などをし っかり

確認し ましょう。特に、先に代金
を払い 込まないと仕事の内容がわ
からない ものは要注意です。
問先一消費者センター
B3880 ―5385

コンポスト化( 生ごみ処理)

容器を購入する方に
補助金を交付

コンポスト化 容器は、生ごみを
家 庭でたい 肥に 変え るこ とがで
き。ごみの減量とリサイクルに効
果があります。このコンポスト化
容器を購入する方に、購入費の一
部を補助し てい ます。コンポスト
化容器には、土 の中に埋め込む夕
イプ やベラ ンダ に設 置する タ イ
プ、電力を便用するタイプ など 様
々な機種があります。 ※ 機種に
ついてはご相 談ください 対 象一
区内在住でコンポスト 化容器を 置
くスペースのある方 ※ 購入する
前に申請してください 申 込一直
接窓口 申・問先- リ サイク ル推
進課普及啓発係03880- 5111 ㈹

「あだち女性起業家
支援塾」

入門セミナー
今。女性による会社づくりが活

発になっています。r起業したい、
自分の店を持ちたい・・・」そんな想
いを持っている女性を応援するた
めのセミナーです。※ 足立都市
活性化センターと共催日時- 6
月21日( 土) ・22日( 日) 、午前10
時～午後5時30分内容一女性起
業家成功 事例。会社の作り方ほか
講師 一片山勝 氏 ほか 定員=30
人( 抽選) 費用=10, 000 円 申
込一往復ハガキに住所、氏名、年
齢、電話番号、参加の動機、「支援
塾希望」 と明記 期限- 6 月6 日
必着 塲・申・問先一女性総合セ
ンタ ー 〒123 梅田7- 33- 1
03880 ―5222

お楽しみください 6 月の区内各種展示

こども科学館イベン卜ホール
[ >4日～8日、11～15日…足立区
展 冫28 ・29日…あだちR 民環境
フ ェア
西 新 井 区 民 ギ ャ ラ リ ー

じ>4日～8日、11日～15日、18日～
22日… 足立又屡

プチテラス・野外ギャラリー

□ 千住宿歴史プチテラス( 千住河
原町21- 11)
[ >1 ・7 ・8 ・14・15・21・22・28
・29日… やっち ゃぱの風俗展

□ 鋳瀬野外ギャラ リー( 綾瀬3D

E>1日～30日…絵画展
□ 千住壁画の道ギ ャラ リー{ 千住
旭町42}
[ >1日～30日…彫刻の写真展

入 場無 料・ 展示を 希望 する 方
は、お問 い合わせください。
問先一 こども 科学館イベント
ホール… ギャラク シテ ィ
U5242 ―8161
E>西濛i井区民ギ ャラリー( 西新
井駅東ロ サティ4 階、火曜日休
館) … 西新井区民ギ ャラリー
酋3852 ―3251
[ > プチテラス・野外ギ ャラリ ー
… まちづくり 公社
霞3880=57( Xl ( 直通)… …

ボランティア指導者

保険の更新
ボラン ティア指導者保険は、毎

年7 月1 日に自動的に更新され ま
す。ただし、団体の代表者を変更
し た場合は、代表者変更届が必要
ですのでご連絡ください。なお、
新規加入も 随時 受け 付け てい ま
す。 問先一生 涯教育推進課計画
係B3880 ―5111 ㈹

第47回 足立区文化祭

《皐 月 展 》
今年から、春・秋2回文化祭を開

催することになりました。見ごろの
サツキを始め、俳句などの展示も
行ないます。ぜひ、ご覧ください。
期間- 6月8日～14日場所一
区役所1 階アトリウム 内容- サ
ツキ、園芸、盆景、短歌、俳句の
展示 問先一文化振興係
B3880- 5U1 ㈹

文団連セミナー「声とことばの魅力学」
区内文化の向上発展に地域で活
躍し ている文化団体連合会が、 み
なさんと一緒に文化について楽し
むセミナーを開 催します。今年は、
洋画の吹き 替えや 「ドラえも ん」
ののぴ太などの 声゙。でテレビ、
ラジオ等で活躍中の小原乃梨子氏

を招き、 講演・朗読と琴の演奏を
行います。 日時- 6 月8 日( 日) 、
午後2 時 場所一区役所庁舎ホ ー
ル 費用一無料 申込一当 日直接
会場へ 問先一文化振興係
03880 ―5111㈹

食生活講演会
輸入食品のあれこれ
わたしたちが毎日口にする食

品は、どこの国から運ばれてくる
のでしょうか。多くの食品が輸入
され、豊かになった食生活ですが、
不安な情報も耳にします。この機
会にどんな輸入食品があるか学習
してみませんか。日時- 6月9
日( 月) 、午後1時30分～3時3{ }分
講師一佐藤勝也氏( ( 社) 日本輸入
食品 安全推進協会常務理事) 定
員- 50 人( 先着順) 費用一無料
申 込一電 話 場・申 ・問 先一 東
和保健相談所I I 3606 ―4171

食 と 健 康 教 室
ホント に足り てる?

カ ル シ ウ ム

毎日の食事からとるカルシウム
が足りない。運動不足の日々を送
っている。そんな方はいませんか。
いつまでも丈夫な骨でいるために
食生活について学びます。日時
一に>6月11日( 水) 、午後1時30分～
3時30分[ >13日( 金) 、午後10

時～正午( 2日制) 内容一骨を
丈夫にする食事と運動 定員- 30
人 費用一無料 申 込一電話 場
・申・問先一東和保健相談所
B3606 一4171

図 書 館 の 臨 時 休 館
区内の図書館が特別整理期間等
のため、表3 のとおり臨時休館し
ます。ご不便をお かけし ますが閧

館中の図書館をご 利用ください。
問先一中央図書館
I I 3840 ―4646

表3　 図書館の臨時休館日一覧

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています K. S. T274, 000


